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気象庁の普及啓発の
取り組みについて

地震津波関係

気象庁地震火山部

2022年2月2日

資料 広３－（２）



情報発表のタイミングと解説
緊急時の解説

平時の解説で
事前の理解

2



地震・津波の特徴
地震は 突然 発生する → リードタイムがない
発生する頻度が少ない → 経験する機会が少ない
言い換えると
現象が発生（情報を発表）してから、
解説や呼びかけをしている時間がない
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例えば
「海岸で大きな揺れ→津波→逃げる」

と “ すぐに “ 行動してもらう ために
○現象が発生したら
（気象庁から情報が発表されたら、現象が発生したら）
○どうしてほしいか
について、平時の“解説”と”普及啓発”が重要！

（一般の方にも、自治体の方にも！！！）

各人が理解
し行動する
必要



何を分かってもらう？（何のため？）
気象庁が発表する情報 から
防災行動（＝避難行動など） をとってもらう
○「なぜ、気象庁は様々な情報を発表するか」をわかってもらう
（現象の理解も・・・）
○ 避難してほしい
○ 突然、現象が発生するので、日頃から備えてほしい

では、自治体は、何をする？

現象が発生してから日頃から
備え
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緊急地震速報
津波警報・注意報等
大きな震度の地震発生時

気象庁からの情報・事象発生
時に、防災対応が動ける体制
を作る
（防災計画の策定・体制の構
築）

気象庁（気象台）からは、地震・津波の特徴、
気象庁発表情報の内容などを解説・助言



• 防災気象情報が効果的に作用するためには：
1. 内容が正確であり、災害の各過程に応じたタイムリーな情
報提供である。

2. 伝達が迅速かつ正確である。
3. 受け手が情報の内容や発表の意図を正しく理解できる。

• 特に3.は、単に情報を相手機関に伝達するだけでは必ずしも十
分な効果を発揮しない場合がある。

発表側の意図や情報のポイントを正しく伝えるため
状況に応じた適切な解説を行うことが重要

防災気象情報の解説の必要性
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気象庁の普及啓発の取り組み方針

基本目標

気象情報や自然現象から、
住民が自らの判断で状況に応じた
的確な行動をとることができるような
風土・文化を醸成する
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（普及啓発の例）緊急地震速報の普及啓発
受け取った瞬間に、各個人の行動が必要

⇒ 一般提供開始前に政府全体で周知を実施

緊急地震速報の周知・広報及び利活用推進関係
省庁連絡会議（平成19年～平成24年）

平成19年（2007年）3月20日中央防災会議の安部内閣総理大臣発言（議事録から）
緊急地震速報は、適切な利活用が図られれば地震被害の軽減に大きな効果が期待されますが、
現状では、なお国民の皆様に広く浸透するには至っていないと思います。今後は各所管分野にお
いて、緊急地震速報を有効に利活用するための方策について検討を進めていただくとともに、政
府一体となって国民への普及・啓発に取り組んでいただくよう、御協力をよろしくお願いいたします。
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地震・津波分野の普及啓発具体例の紹介
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気象庁HP防災情報リニューアル
気象庁 防災情報 地震火山の総合トップ： 2021年２月リニューアル
https://www.jma.go.jp/bosai/#area_type=japan&area_code=010000&p
attern=earthquake_volcano

地震火山総合ページ 地震情報

推計震度分布図 震央分布
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長周期地震動
気象庁 長周期地震動のページ：
https://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/choshuki/index.html
詳しい説明のほか リーフレット・説明ビデオなど
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緊急地震速報
気象庁 緊急地震速報のページ：
http://www.data.jma.go.jp/svd/eew/data/nc/index.html

気象庁 特設HP

イラストによる解説
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地震から身を守るために
気象庁 地震から身を守るために のページ：
https://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/jishin_bosai/index.html
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陸域の浅い地震への備え
パンフレット 「活断層の地震に備える －陸域の浅い地震―」：
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/katsudansou/index.html

文部科学省との共同作成を報道発表
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南海トラフ地震に関連する情報
南海トラフ地震について：
https://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/nteq/index.html

HPでの解説やシンポジウム開催 内閣府・消防庁・気象庁連携したリーフレット作成
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多言語よる防災情報の発信
防災情報 多言語 のページ：
https://www.jma.go.jp/jma/kokusai/multi.html

提供する防災情報：気象特別警報・警報・注意報、天気予報、週間天気予報、高温注意情報、地
震情報、大津波警報・津波警報・津波注意報、噴火警報・予報
対応する言語（１４カ国語）：日本語、英語、中国語（簡体字・繁体字）、韓国語、スペイン語、ポル
トガル語、インドネシア語、ベトナム語、タガログ語、タイ語、ネパール語、クメール語、ビルマ語、
モンゴル語
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多言語辞書（EEW、津波関係）
緊急地震速報・津波警報の多言語辞書
https://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/tagengo/tagengo.html
翻訳言語は、訪日外国人および在留外国人の国籍別割合を踏まえ、優先度の高い英語、中国語（繁体字・簡

体字）、韓国語、スペイン語、ポルトガル語としています。さらに、国籍を問わず、多くの外国人に情報提供
する観点から、簡易な日本語であれば理解できる外国人向けに「やさしい日本語」への翻訳も掲載しました。

また、翻訳にあたっては、日本語の表現を単に直訳するのではなく、外国人が誤解なく、分かりやすい表現
となるよう配慮しています。

リーフレット「地震・津波 安全のしおり」
英語

リーフレット「地震・津波 安全のしおり」
やさしいにほんご
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津波防災
気象庁 津波から身を守るために のページ：
https://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/tsunami_bosai/index.html

リーフレット

動画解説（DVD配布）

特設ページ
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津波フラッグの取組

■「津波フラッグ」により津波警報等※が発表されたこ
とをお知らせ

■令和2年6月24日から海水浴場等で取組を開始
■津波警報等は、テレビやラジオ、携帯電話、サイレ
ン、鐘等、様々な手段で伝達されるが、「津波フ
ラッグ」による視覚的伝達を追加

■聴覚に障害をお持ちの方や、波音や風で音が聞き
取りにくい遊泳中の方などにも津波警報等の発表
をお知らせ

※津波警報等…大津波警報、津波警報、津波注意報

海水浴場や海岸付近で津波フラッグを見かけた
ら、速やかに避難を開始してください 海岸で津波フラッグを振っているイメージ

（公益財団法人 日本ライフセービング協会提供）
旗を建物に掲げるなど他の手法でお知らせすることが
あります
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津波フラッグ 本庁での取組

気象科学館での展示

日本ライフセービング協会及び港区立
みなと科学館とコラボしたミニ講演会

本省展示スペースでの展示

国立科学博物館とコラボした講演会
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SNSの活用
より多くの人の目に触れるよう、Twitterを活用
平常時ツイート・簡易動画・クイズ・アンケート など

過去の被害地震発生
の日に合わせたツイート
（１月１７日）

震度５弱以上の地震
発生時に、防災対応等
についてツイート（多言
語ページへの誘導含
む）
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SNSの活用
YouTubeで報道発表・普及啓発用動画を配信

気象庁/JMA気象庁/知識・解説

各種、防災情報等について
解説した動画

緊急記者会見等についてはこちら
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